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〇届出が受理された医療機関は 41 施設 

 2015 年 11 月 25 日以降は、「再生医療等の安全性の確保等に関する法律」に基いてがん免疫細胞療法を実

 施する医療 機関は、厚生労働省への届出を受理されている必要があります。ANK 免疫細胞療法と CTL 療法

 について、これまでに届け出が受理 された医療機関は ４１施設に達しています。 

 

〇がん免疫細胞療法は、最もリスクの低い「第三種再生医療」 

 がん免疫細胞療法は細胞医療であり、再生医療ではありませんが「再生医療等の安全性の確保等に関する

 法律」の中で、いくつかの条件をクリアすれば最もリスクの低い「第三種再生医療」に区分されま す。 

 

〇がん免疫細胞療法のながれ 

 がん免疫細胞療法は、８０年代にアメリカ国立衛生研究所（NIH）が基礎を確立し大規模臨床試験によ って有

 効性が確認されましたが、数十リットルの血液を体外循環させて免疫細胞を採取する等、運用上の問題が多

 く、実用化は見送られました。 

 

 国内では、アメリカで実施した手法を大きくスケールダウンして数十ミリリットル程度のわずかな採血で行われ

 る免疫細胞療法が一般的でしたが、がんに対する効果がかなり弱かったのが実情です。ほかに、細胞の培養

 が簡単な T 細胞や樹状細胞を使った手法もありますが、これらは、本来、感染症防御が得意な細胞で、腫瘍

 免疫の主役ではありません。 

 

 そのような中で、１９９３年、京都大学で NK（ナチュラルキラー）細胞の強力な活性化と増殖を両立させる培養

 技術が開発され 「ANK 免疫細胞療法」※ と名付けられました。ANK 療法は、数リットルもの血液を体外循環

 さ せて、人体から取り出したままの状態である野生型の NK 細胞の活性を高めながら増殖させるといった、こ

 れまでの治療法とはまったく異なる国内で唯一のものです。治療強度が高い分、免疫副反応があり、 
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がん治療は自分で選ぶ時代 

がん免疫治療セミナー 東京で開催、参加者を募集 

12 月 13 日（日） 千代田区、1 月 9 日（土） 三鷹市 

  がん免疫治療で先進的な取り組みをしている京都大学発のベンチャー企業、リンパ球バンク株式会社（本

社：東京都千代田区、代表取締役：藤井真則）は、今、注目を集めているがん免疫治療について広く知ってい

ただくため、日本全国でがん免疫治療啓蒙セミナーを開催しています。その一環として、12 月 13 日（日）千代

田区平河町、1 月 9 日（土）三鷹市、でがん免疫治療啓蒙セミナーを開催致しますので、参加希望者を募集し

ます。 

がん免疫細胞療法の現状について 
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 点滴を受けると発熱症状等を伴います。 
  
 
 ※ANK 免疫細胞療法 

 １９９３年、京都大学で NK 細胞の強力な活性化と増殖を両立させる培養技術が開発され「ANK 免疫細胞療

 法」と名付けられました。正式名はＡＮＫ自己リンパ球免疫療法（Amplified Natural Killer Therapy）です。患者

 さんご自身のリンパ球を取り出し、その中の NK 細胞を選択的に活性化・増殖させ、点滴で体内に戻し、がん

 細胞を攻撃するのが本職のＮＫ細胞の機能をそのまま引き出して使う治療法です。 

 

〇NK 細胞の培養の難しさ 

 ANK 免疫細胞療法以外にも、NK 細胞の培養手法はいくつも存在します。課題は治療強度と NK 細

 胞の特性です。特殊な環境下で刺激をすると、特定の偏った特性をもつ NK 細胞だけが増殖する傾向

 があり、たとえば、MHC クラス I※※を発現するがん細胞を攻撃しない、といった「変わり種」になりがち

  です。これでは、野生型の NK 細胞が本来もつ機能を失ったことになります。NK 細胞は適切に活性化すれ 

 ば、 如何なるがん細胞でも攻撃する能力をもっています。 

 

 ※※MHC クラス I 

  MHCは、Major Histocompatiiblity Complex を略した言葉で、「主要組織適合複合体」と訳されます。MHC分

 子は、多くの細胞表面に発現し、膨大な種類の型があり、自身の細胞なのか、他人なのかの目印にもなりま 

 す。獲得免疫に属する T細胞は、主にMHC 上の情報で標的を判断します。一方、NK 細胞のような自然免疫

 系にとって、MHC 上の情報は決定的なものではなく、他人か本人かにも、それほど反応しません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このセミナーでは、「がん免疫細胞療法」についてご説明します。 

１）標準治療の限界と免疫細胞療法の特徴（特に再発・転移に関して） 

２）さまざまな免疫細胞療法の違いを整理する（NK 細胞、T 細胞、樹状細胞、がんワクチンなど） 

３）ANK 免疫細胞療法の治療設計と症例説明（単独治療、分子標的薬との併用、他の標準治療との併用） 

４）質疑応答  

がん免疫治療セミナーの概要 

１２月１３日（日）・東京都千代田区 
日時     ：12 月 13 日（日） １０～１３時 

会場     ：都市センターホテル ６階 606 号室  （東京都千代田区平河町 2-4-1） 

アクセス    ：http://www.rihga.co.jp/toshicenter/access/index.html 

募集人数  ：先着１００名 

セミナーでわかること 

１月９日（土）・東京都三鷹市 
日時     ：1 月 9 日（土） 13～16 時 

会場     ：三鷹産業プラザ 7 階 701 号室 （東京都三鷹市下連雀 3-38-4） 

アクセス    ：http://www.mitaka.ne.jp/plaza/about/access.html 

募集人数  ：先着７０名 
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【 リンパ球バンク株式会社の概要 】 

○本社   ： 東京都千代田区紀尾井町 3-32 紀尾井町 WITH ビル 3Ｆ 

○代表者  ：代表取締役会長 勅使河原 計介 、代表取締役社長 藤井 真則 

○資本金 ：８５５０万円 

○設立  ：２００１年１月  京都大学発ベンチャーとして設立 

○事業内容：ＡＮＫ自己リンパ球免疫療法総合支援サービス  

セミナー参加希望の方は、下記の電話またはホームページでお申し込み下さい。また、問い合わせについ

ても下記で対応いたします。 

電話 ：0120-512-251 （平日午前９時半～午後４時半の間、受付） 

ホームページ：https://www.cell-therapy.jp/seminor-detail-tokyo201512.html 
（２４時間３６５日いつでも受け付けます） 

 

申込み人数が、募集人数になりましたら、受付を終了いたします。 

 

申込み方法及び問合せ先 

○企業理念 

リンパ球バンク株式会社は、ＡＮＫ免疫細胞療法を開発した医師と治療を受けた患者を中心に創業さ 

れ、経営している企業です。 

 一人でも多くのがん患者にとって治療の選択肢が広がる状況を築いていきます。 

科学的根拠に基づいたオーソドックスな考え方で治療システムを開発・提案します。 

 高度で複雑な生命システムを謙虚にみつめ、細胞加工技術や免疫制御技術を過信せず、細胞本来が 

もつ能力をありのまま引き出すことを工夫します。 

がんの予防や治療における免疫の重要性への認知を広めることで、免疫細胞療法が社会システムに組 

み込まれ、より多くの患者が治療を受けられる機会を広げます。 

 


